
徳
川
斉
昭
と
伊
達
宗
城
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
化
四
年
の
往
復
書
翰
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丁
未
季
冬
日
　
　
　
伊
達
遠
州
殿
註
、
山
薬
、
さ
ん
や
く
、
や
ま
の
い
も
の
粉
末
　
　
当
帰
、
と
う
き
、
や
ま
ぜ
り
　
　
地
黄
、
じ
お
う
、
さ
お
ひ
め
の
根
茎
　
　
午
膝
、
こ
し
つ
、
い
の
こ
ず
ち
の
根
　
　
人
参
、
に
ん
じ
ん
、
朝
鮮
人
参
　
　
蒲
黄
、
ほ
お
う
、
が
ま
の
花
粉
　
　
沈
香
、
じ
ん
こ
う
、
沈
水
香
香
料
　
　
甘
草
、
か
ん
ぞ
う
内
容
　
　
一
、
斉
昭
の
薬
、
鶴
血
丸
の
伝
授
。
こ
の
薬
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
　
て
は
未
詳
。
以
上
で
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
分
を
終
り
、
次
回
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
（
花
押
）
次
の
嘉
永
元
年
の
、
宗
城
か
ら
の
書
状
に
何
度
も
み
え
る
が
、
そ
の
意
味
に
つ
い
嘉
永
元
年
（
弘
化
五
年
二
月
二
十
八
日
改
元
）
分
に
入
る
。
　
以
上
。


